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14 地上用偏光分光放射計による大気の光学的特性の推定(2)
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1. 機器校正及び保持
観測機器は年1回 , RE STE Cにより ､ 機械部分
の 調整が行われる ｡ D N値から放射輝度値 へ の
変換 は1997年5月海洋科学技術セ ンタ ー で ,
標準光源か らの光 を標準 白色板に反射させて ,
M S R 7000 で計測した. 又同年6月 にはアリゾ
ナ大学にて 積分球(150Wx3)か らの光 を計測 し
て
.校正
した ｡ 両者の 比較から 400n m,800n m で
少し異な っ て い るが他の 波長域で 杜 1 %以内に
収ま っ て いる ｡ この事によ っ て 大気の 主観測面 ､
太陽か ら90度離れた方向で の 放射輝度及 び偏
光魔の デ ー タ を信頼して 求める 辛が可能にな
っ た ｡ なお偏光成分は手動に て振作するため ,
偏光度が分子散乱の場合最大 となるとの 方向
に固定して 測定する事に した B 類似の測定方法
はオ ランダの D . M .Stam 等,又酸素吸収帯で は､
ベ ルリ ン大学の J.Fi畠Che r 等の 研究が知られて
い る ｡
2. 観測例
米国ネバダ州 にある Lu n a rLake は北緯2 80
23
'
,
西経 1 15o59
'
,標高 17 50m に ある ｡ 地表
面が ほぼ 一 様な粘土層で出来て おり , 大き
さ も 2km x3 km と比較的広く､ 6月は晴天
率も高い の で , しば しば衛星計測 の校正 に
用い られ る場所で あ る o 米国内に位置する
という革もそ の条件にもち ろ ん入 っ て い る ｡
我々 は6月 2 2日か ら2 8 日にか けて大気
- 地表面観測 に参加した ｡ デ ー タ量が膨大
な為 6月 2 4日の デ ー タを取り敢えず各人
が整理して ､ 比較しまし ょ うとい う事にな
つ たの で , そ の 観測結果を討論しようと思
う｡
Fig.1 で放射輝度は波長ゐ増加と共に減
少して い る ｡ 450n n - 55 0n m で 凸凹して
い る の は , 太陽大気に よる吸収線 -
(Fr a u nhofe rlin e s)の 影響で ある ｡ 偏光度ほ
それ に対応して 凸凹して いない か らで ある ｡
650n m より長い波長帯では所どころ吸収
して い る ｡ 760n m でlま酸素の吸収帯で ､ 他
は主 として水蒸気の吸収帯で ある ｡ 偏光度
は 400n m - 500n m でやや増加し500n m
付近 で 70 %を超え , そ の 波長よ り長 い波長
で は概 して減少して い る ｡ 800 皿 より長い
波長域で は水蒸気の吸収により , 値が大き
く撮れて い る ｡ 8時まで の 観測 で は この 振
れは大 きく , それ以後の 観測で は小さ くな
つ て い る 伊ig.2)｡ こ れは大気中の水蒸気が
減少したもの と思われる ｡ 放射輝度の観測
だけからはそ の 判別 が難しい ｡ 偏光度の 振
れにつ い て調べ る為､ 7時1 3分からの観
測を1国毎計 3 回個別に表示して 比較す る
と概して振れ の方向が 一 致 して い た｡ こ の
事か ら偏光魔の計算の基にな る放射輝度億
は十分な精度を与えて い るも の と考える ｡
但 し Fig.2 で 980n m - 9 50n 皿 で偏光度の
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振れが 100%近く まで 到達して い る ｡
L O W T RA N7 で使われて い depolarizatio n
fa cto rとして , 0.02 9 5■を使う と , 単散乱 で
も 94%位にしかならない ｡ こ n 波長帯は極
めて強 い 水蒸気の吸収育と 一 致 して おり ,
水蒸気が多い場合放射輝度値が極めて 帝 い
事に よ る と考えて い る ｡ 偏光度が波長 と共
に減少して い る 事は ､ 少なく とも大気中の
エ ー ロ ゾル の 放射特性が波長 と共 に あまり
変わ らな い の で はな いかと考える ｡ もし エ
ー ロ ゾルが無 く分子散乱だけで ､ 地表面の
反射率が 小 さい 時, 偏光度は波長 と
‾
共 に増
加する ｡ もし エ ー ロ ゾルが こ の 方向で偏光
度が高く波長と共 に光学的厚さが減少する
場合, 偏光度は波長 と共に増加する ｡
地表面の 反射率を 1 96 年 6月 土 田さ ん
が測定 した伊ig.8)｡ 時間ほ午前 11時で ある ｡
4oon m で 0.2
,
580n m まで単調に増加し ,
そ の 波長で 0.4, その あとは緩やか に増加
して ,■80n m で 0.4 5で あ っ た｡ 我々 の偏
光観測 で は 700n m か ら減少して い る の で ,
必ずしも地表面反射率の波長による増加 と
は 一 致 して いない ｡ ちなみに 1 1時の偏光
度もやはり 700n m 辺 りか ら減少が早ま っ
て い る ｡
本研究は大気 - 地表(海洋)系にお い て ､
大気で は エ ー ロ ゾル ､ 水蒸気, 酸素等の分
布状況 ､ 嘩表面で は反射特性の波長依存性
を考慮した 上 で エ ー ロ ゾル の放射特性をい
か に抽出するか を目的として実施して い る ｡
3.研究体制
本研究は多く の 研究者 と共同で進めて い
る ｡ a. 機器校正 :安 田嘉純 (千葉大), 浅沼
㌧
市男(海洋科学技術セ ンタ ー )､ 鈴木孝雄(航
技研), 新井康平(佐賀大). ち. シ ュ ミ レ
ー シ
- gO-
ヨ ン : 増 田 一 彦 (気象研) , 向井苑生 , 佐
野到 (近畿大). c. 洋上観測 : 石 田虞史 (秤
戸商船大). a. 大気観測 1. 高島勉(N A S DA).
e. 地表観測 : 土 田聡 (地質調査所).
更 に､ R E S T E C, E RS D A C, R C総合研
究所, ア リ ゾナ大学等に幾多の 支援 を受け
ました ｡
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